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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(9)  
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Pt.9  Class 4  Natural Science 
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概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995年 8月の『日本十進分類法新訂 9版』の刊行以降、概ね 20年ぶりの日本
十進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10版』のうち、本稿では、
「4 類 自然科学」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014年 12月に『日本十進分類法新訂 10版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995年 8月刊行の『日本十進分類法新訂 9版』以
来、概ね 20年ぶりの改訂である。今後の日本図書
館界の主題組織化を担う『NDC10』について、検討
を進めたい。本稿では多面的な検討内容のうち、
『NDC10』の「4 類 自然科学」について検討を行
う。 
 
２ 『NDC10』における「4類 自然科学」の構成
要素 
 『NDC10』の 4類「自然科学」は各類概説によれ
ば、基本的には、「自然界に生ずる諸現象を扱う著
作を収める」2類である。各類概説は、これに続け
て、次のように述べている3。 
 
数・量および空間に関して研究する学問であ
る数学は自然科学とは区別されるものであ 
†  関西大学 
†† 京都精華大学 
††† 大阪市立大学・関西大学等 
†††† 相愛大学 
るが、数学は科学の原理解明の重要な方法で
あるところから、自然科学の諸部門の前に置
く。数学（410 / 419）、物理学（420 / 429）、
中略、生物学（460 / 489）の純粋科学と医
学(490 / 498)、薬学(499)とから構成されて
いる。 
 
また、「薬学(499)は、医学(490)の一部ではなく、
綱レベルの分類項目である。」4ともしている。 
 これらを総合すると、4 類は「数学」、「物理学
～生物学」、「医学」、「薬学」の 4部門から構成さ
れるものと考えられる。したがって、類目表に 4
類は自然科学（数学，理学，医学）とあるのは、
自然科学（数学，理学，医学，薬学）とすべきで
はなかったか。 
 
３ 物理学と技術との関係 
 「420 物理学」においては、物理学の応用分野
について「*各種の応用物理学は，関連主題の下に
収める」として、「501.2 工業物理学」「592.2 家
庭物理」「613.2 農業物理学」への参照を付して
いる。しかしながら、これらはそれに限定される
ものではなく、例示と解釈すべきである。そのこ
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とは同じ箇所に 501.2と 613.2を例と記している
ことから推察される。「理論と応用」は「応用へ」
の原則である。それゆえ、理論物理学を除く下位
区分においても、いくつかの項に 5類の技術分野
へ導く参照が付されている。 
 「423 力学」では注記として「*応用力学→
501.3」、「424 振動学．音響学」では「424.9 応
用音響学」の注記として「*建築音響学→524.96 ; 
騒音と防音→519.6 ; 電機音響学→547.3 ; 録音
と再生→547.33」、「425 光学」では「425.9 応
用光学．光学機器」が[.9]の別法として示され、
「→535.8 ; 740.12」への直接参照がそれぞれに
付されている。一方「426.9 応用熱学」は「.9」
が本則であり、「*熱工学→533」のみが注記となっ
ている。また、「423 力学」には「.9 力学の応
用．機械 →：530」も存在する。 
 このように、応用領域の扱いには、(1)関連主題
のほうに完全に集中させるもの、(2)関連主題への
集中を本則としながら、別法を残すもの、(3)排除
注記を「をみよ」参照で指示し、両者を残すもの､
の 3つのタイプが混在する。(1)は 420全体の原則
に一致している。(2)は原則に一致はしているが、
そうではない選択肢を残している。(3)は応用を関
連主題に集中させる原則に反している。整理が必
要ではないか。 
 
４ ○○学の総記について 
 純粋自然科学 420 から 480 までで 3 ケタ目が 0
の各領域の総記に当たる部分を通して見ると、そ
の構成に違いが見られる。別表 1（後掲）にまと
めた。それぞれの学問分野の特性に応じて、使用
番号が付与されるので、すべてを同じように構成
することは不可能である。しかしながら、植物学
と動物学の実験法および動植物の保護が同じ体系
に変更されてきたように、その他の項目にも見直
しを要する部分が見られる。 
 
4.1  理論の縮約 
 420.1～460.1の形式区分「-01（理論）」を付与
した番号の取り扱いは以下の通りである。 
 
 42  物理学 「421 理論物理学」に縮約 
          420.1*に残るものなし 
 43  化学   なし 
 44  天文学．宇宙科学 
     「441 理論天文学．数理天文学」に 
      縮約 
      440.1*に残る項目あり 
 45  地球科学．地学 
      [.1]とのみ記載 
      450.1*に残る項目あり 
 46  生物学．一般生物学 
     「461 理論生物学．生命論」に短縮 
      460.1*に残る項目あり 
 
 こうした扱いの違いは、過去の NDCの付番の歴
史を引き継いだものであろう。物理学等に記号の
縮約があり、化学にないのは、もともと化学の理
論に「.1」が使用されてなかったのに対して、物
理学では使用されていたことによると考えられる
5。しかし、化学においても「.1」を理論に使用し
ないということを積極的に示す意味では、「430.1
→431」の縮約指示があってもよいのではないか。 
 地球科学の「.1」は縮約先が指示されていない。
縮約先が一つに絞れないことが理由と考えられる。
同様の使用法は 4類の中に散見される。だが、[]
の使用法に関しては、『NDC10』「序説 2.5.3 参照」
の「をみよ」参照に関する記述の中で、「a)二者択
一項目における別法の分類記号から本則の分類記
号への指示」と「b) 形式区分の縮約関係の指示」
の二つしかない6。さらに b)の例示は、縮約先が
指示されたケースのみである。明確な縮約先の指
示、もしくは序説における説明の追加を求めたい。 
 
4.2  総記に残る理論項目 
 「440 天文学．宇宙科学」および「450 地球科
学．地学」の総記では、「.1」の縮約が実施されて
いるが、「.1*」の項目がいくつか総記部分に残さ
れている。これらの項目を縮約先に統合するには、
縮約先の大きな再編が必要なためであろう。変則
的な項目である。 
 
4.3  その他 
 まず、「450 地球科学．地学」に「研究法．指導
法．教育」の項目がない理由は、該当下位項目が
存在しないためと理解できる。「410 数学」総記の
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「数学教育」からは「375.41 数学．算数．数学
教育」への参照があるが、それ以外の分野の「物
理学教育」「化学教育」「天文学教育」等に学校教
育への参照は付されていない。「407 科学教育」
から「375.4 科学教育」への参照があることでよ
しとする、ということであろうか。そうであるな
らば、数学の参照も不要であろう。仮に、「407 科
学教育」が純粋自然科学のみに対応するのだとす
れば、そのことの明示が必要である。これは「40 
自然科学」の他の部分にも言える。 
 次に、動物園および植物園に関して、昨今両者
を合わせた自然博物館や動植物園のようなものも
あり、「460.76 自然博物館．動植物園」の増設が
あってよいのではないか。「460.9 生物保護」も
同様である。 
 
５ 個別項目に関する検討 
5.1  科学史・事情の時代区分について 
 「402 科学史・事情」は地理区分可能であり、
402.1は日本科学史である。402.1はさらに次のよ
うに時代区分される。 
    .102 原始時代 
    .103 古代 
    .104 中世 
    .105 近世 
    .106 近代 
 時代区分の問題については他の分類においても
指摘しているところである。科学の発展著しい近
代において、科学史のみでなく科学事情をも含む
本項目で、その区分が明治から平成までをひと括
りとするのは適切といえるだろうか。 
 
5.2  地域固有の算法について 
 地域固有の算法について、日本や中国の古典的
な算法については「419 和算．中国算法」が設け
られているが、インドやマヤの算法は適用外であ
る。411.1の算術に「-02」を加えて地理区分する
しかないが、それでは記号が長くなりすぎるため
であろうか。実際には「41 数学」に「-02」を加
え、地理区分を付加して対応するケースが多い。
インドの算法はアラビア半島を経て、近代算法に
連なっていることを考えれば、とりわけ日本の分
類法において、資料点数からも、その系譜に属さ
ない和算や中国算法のみを 419に分離しているこ
とは理解可能であるが、書誌分類を目指すのであ
れば、今後、411.1に「*地理区分」を加えて、和
算や中国算法も含めた地域固有の算法に対応でき
るようにするか、419 の他地域への適用拡大を検
討してもよいのではないか。 
 
5.3  天文学について 
5.3.1  440.9 未確認飛行物体[UFO] 
 別稿7で述べたように、440.9に未確認飛行物体
[UFO]を収めることは学問的に誤りであるとの指
摘があると同時に、刊行点数自体も限定的である
ことに鑑みれば、現在本則である 440.9 を別法に、
現在別法である 147.9を本則とするのが適当では
なかったか。 
 
5.3.2  「445 惑星．衛星」について 
 2006 年 8 月に開催された国際天文学連合
（International Astronomy Unity:IAU）の総会に
おいて、太陽系における惑星の定義が採択され、
太陽系における惑星は、水星、金星、地球、火星、
木星、土星、天王星、海王星の 8つとなった8。 
 一方、「445 惑星．衛星」の並びは、 
.1 水星 
.2 金星 
.3 火星 
.4 小惑星 
.5 木星 
.6 土星 
.7 天王星 
.8 海王星 
.9 冥王星 
である。「.4 小惑星」が火星と木星の間に置かれ
ているのは、宇宙探査船「はやぶさ」で著名にな
った「イトカワ」をはじめとして、この位置で小
惑星が多く発見されていることによる。この項目
を除くと、「.1」から「.9」の並びは惑星を並べた
ものに見える。さらに、445 の下位区分に衛星の
項はない。ちなみに前述 IAU 総会時点での太陽系
天体の分類は、惑星、準惑星、太陽系小天体、衛
星、であった9。「445 惑星．衛星」の部分全体が
据え置かれた理由として、出版点数の多さ、準惑
星と小惑星に分類される天体に移動がありうるこ
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と、衛星が未定義であること、などが考えられる
が、説明はなされていない。小惑星は火星と木星
の間のみならず、太陽系周縁部にも多く発見され
ている。天文学の新たな知見を踏まえた見直しが
必要であろう。 
 
5.4  人類学 
 単純な誤記と思われる項目についての指摘であ
るが、「各類概説」に「人類学（469）を生物学の
最後に置く」とある10。生物学は 460 / 489 であ
り、その最後であれば 489 である。人類学は 469
であり、460 / 469 が生物科学である。したがっ
て、これは「人類学（469）を生物科学の最後に置
く」とするのが適当であろう。 
 
5.5  植物学および動物学の分類体系 
 試案の冒頭を見ると、「植物（470）の分野では、
被子植物（479）について、新エングラー体系を基
に構成を見直すことも検討したが、基本的に 9版
の構成を維持することとした。」とある11。植物の
体系については、現在ではさらに新たな体系（た
とえば DNA 解析に基いた APG 体系の最新版 APG 
III）への移行の動きが顕著であることをも考え合
わせれば、この措置は妥当であったと言える。一
方で、APG IIIが 2009年にすでに発表されていた
分類体系であることを考えれば、今後 APG IIIを
導入するという選択肢を検討すべきと考える12。
DNA 解析は植物以外の分類体系にも影響を与える
ことが考えるだろう13。注視を要する。 
 
5.6  心療内科 
 『NDC10』で、「493 内科学」の下位である「493.09 
精神身体医学」に、「＊心療内科は、ここに収める」
の注が付加された。「心療内科」で扱われる病気の
代表的なものに、摂食障害や抑うつ状態などがあ
る。「493 内科学」には他に「493.7 神経科学．
精神医学」があり、その下位項目には「.745 摂
食障害」や「気分障害」などがある。もちろん、
「心療内科」は「心身症」を扱い、「精神医学」は
「精神面の病気」を扱うという点において区別は
されるが、実際の診断・治療対象には重なりも多
い。「.76 心因性精神病」には「心身症」を含むと
の解釈もある。これらのことから、心療内科への
「をも見よ」参照があってもよかったのではない
か。 
 
5.7  医学 
5.7.1  漢方薬 
 「490.9 東洋医学」に「漢方薬→499.8」の参
照注記がある。一方、499.8 では「漢方薬」では
なく「和漢薬」の表記である。東洋医学は漢方の
みではないので、「和漢薬」の表記に統一するのが
よいのではないか。 
 
5.7.2  診断法 
 病気の診断法は日進月歩である。画像診断法だ
けをとってみても、放射線を用いたものでは、い
わゆるレントゲン以外にも、すでに「コンピュー
タ断層撮影法（CT）」は普及済みであり、粒子線を
用いた「陽電子放射断層撮影法（PET）」なども用
いられるようになってきた。放射線を用いないも
のでは「磁気共鳴画像検査（MRI）」や「超音波診
断法」が既に普及している。 
 現在、各科・各疾患に限定されない診断法は、
「492.1 診断学．臨床検査法」に「*画像診断法 <
一般> は，ここに収める」とあって、いったんこ
こに集中化されるのであるが、放射線を用いた診
断には「492.43 X線診断学．X線撮影法・読影法」
が別途設けられている。しかし、X 線以外の放射
線を用いた診断等は範囲外である。ラジウムには
「療法」はあるが「診断」はない。アイソトープ
もあるが「療法」を付けていないのは、「診断」を
含むの意か。「492.4 放射線医学」の注記に「*
核医学は、ここに収める」とあるので、X 線以外
の核医学の知見を用いた診断は 492.4に集中させ
ることを意図しているのであろうか。超音波も同
様に「療法」の項目しか存在しない。放射線のよ
うに診断法と療法とが直結している項目に関して
療法に集中させることは良いとしても、装置や診
断学に関する下位項目の展開が X線のみに特化し
ているのは不十分と考える。次のような修正を加
えてはどうか。 
 492.42 X線発生装置・測定 
  → 放射線発生装置・測定． 
            磁気共鳴装置・測定 
 492.43 X線診断学．X線撮影法・読影法 
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  → 放射線診断学・撮影法・読影法 
 「.42」や「.43」はさらに手法によって展開し
てもよい。 
 なお、医療装置については「492.8 医療機器・
装置」も設けられているので、ここに「放射線発
生装置は 492.42」への参照注記があるとよい。 
 492.44以下は X線ほか、放射線の種類による療
法が収められている。現在は X線、ラジウム、ア
イソトープのみであるが、重粒子線治療への対応
も必要であろう。 
 超音波に関して相関索引を引くと、診断は
492.1へ、療法は「492.5 理学療法」の下位項目
である「492.56 超音波療法」へと導かれている。
「超音波療法」は可聴域を超える音波を用いて細
胞に圧力をかけ、「回復可能な程度に神経に麻痺
(まひ)作用を与える」ことによって鎮痛させる「き
わめて圧迫回数の多いマッサージ」とされる14。
きわめて限定的な療法であり、同じ原理を用いて
いたとしても、「超音波診断」との分離は首肯でき
る。 
 
5.7.3  内科学の範囲 
 ここでは前項に関連して、「内科学」の範囲を問
いたい。「493 内科学」の範囲は 493全体であろう
か。あるいは 493の中から「.7 神経科学．精神医
学」と「.9 小児科学」を除いた部分であろうか。
この 2つを除外対象として上げたのは、「.72」お
よび「.92」に「診断・治療」の項目を含むからで
ある。 
 「493 内科学」の冒頭の注記に「*診断学 →
492.1」とあるので、仮に内科学の範囲が 493全体
であるとするならば、「.72」と「.92」は不要であ
る。 
 さらに「492 診断学」には「各科、各疾患の診
断・治療は 493 / 497に収める；ただし内科診断
学は、492.1 に収める」の注記があるが、この一
文は「各科、各疾患の診断・治療は 494 / 497に
収める；内科診断学は、492.1 に収める」としな
ければならない。とするならば、493.7 と 493.9
は内科学には含まれない不均衡項目と考えるほう
が妥当である。 
 一方、この場合、二つの不均衡項目の間に内科
学の下位項目が含まれることになり、構造上の問
題が生じる。論理的には「.7」と「.8」を入れ替
えて、内科学の冒頭にその範囲を示す中間見出し
を与えることが必要と考える。 
 
5.7.4  精神医学 
 ここは、構造が大きく見直された部分である。
493.74に併記されていた「機能的神経疾患」と「神
経症」とが分離され、「493.74 機能的神経疾患」
と「493.743 神経症」とが並置された。この措置
に異論はない。 
 米谷他が試案の検討の中で指摘した「145 異常
心理学」との使い分け15については、『NDC10』に
おいても分かりにくさが拭えない。心理学者が心
理学的な立場から扱っていれば 145 へ、医師、医
学者が精神医学的な立場から扱っていれば 493.7
へということであろうか。両者にどれほどの違い
を認めることができるであろうか。 
 「493.77 知的障害[精神遅滞]」は、参照先の
145.8では「知能の異常：知能遅滞．人格の異常：
多重人格，人格分裂，ヒステリー」である16。「知
能の異常」と「知的障害」の関係について説明を
要する。 
 
5.7.5  医療行政 
 医療行政（衛生学）、看護行政（看護学）、薬事
行政（薬学）の位置に関して、医療行政および薬
事行が、衛生学および薬学それぞれの研究法の後
に位置づけられているのに対して、看護行政は看
護学の最後尾に位置づけられている。同種の領域
で体系が大きく異なるのは分かり辛い。これまで
の体系を大きく変えないという今次改訂の原則か
らは外れること、また桁数が多くなりすぎてしま
うデメリットはあるが、今後、薬学と同様に
492.909 に割り当てることも検討されてよいだろ
う。 
 
5.7.6  救急医療 
 救急医療に関連する項目が分散している。相関
索引から家庭における救急手当を除いた関連項目
を拾い出し、その分類を見ると以下の通りである。 
 
  救急救命士  317.79 
  救急業務  317.79 
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  救急外科  494.27 
  救急車（行政） 317.27 
  救急手術  494.27 
  救急処置  492.29 
  救急療法  492.29 
  救命救急  492.916 
 
 ここで、救急救命士について疑問を呈しておき
たい。救急救命士は 1991年成立の救急救命士法第
2条において、「厚生労働大臣の免許を受けて、医
師の指示の下に、救急救命処置を行うことを業と
する者」と規定されている医療関係職員である。
にもかかわらず、「498.14 医療関係職員の資格・
任務」に例示がない。 
 これはあくまでも例示であり、網羅的なもので
はないと解釈したとしても（実際、ほかにも臨床
検査技師などもない）、相関索引で「救急救命士」
を引くと、「371.79 防災行政（消防）：消火，防
火，消防庁」に導かれる。ちなみに、この項目の
上位項目は「公安」である。 
 これは、消防と救急とが制度上一体化しており、
救急救命士の国家資格を得ても、実際には一部の
例外を除き、消防職員採用試験を受けなければ職
に就けない現状を反映したものと考えられる。し
かし、医療系の大学や専門学校で救急救命士のコ
ースを設置するところも多く見られるようになっ
てきた。もし配置される職場を根拠に、これを
317.79に据え置くとした場合、少なくとも 498.14
に「*救命救急士は、317.79 に置く」などの注記
が必要ではないか。また、317.79にも救急を含む
旨の注記があってよい。 
 
６ 新用語への対応 
 新しい研究分野や用語への対応に関して、今回
の改訂では、医学領域での検討がなされたが、そ
の他の分野については十分とは言えない。例えば、
講談社のブルーバックスシリーズ等の入門的な書
籍のタイトルや新聞の見出しに取り上げられるよ
うな用語の追加は出来なかっただろうか。一例を
挙げるとすれば、数学用語でのフーリエ変換やベ
イズ統計学、物理用語でのヒッグス粒子やニュー
トリノ、医学用語でのコンタクトレンズ、インプ
ラント17、アトピーなどである。 
 特に「アトピー」の語について補足すれば、こ
の語は相関索引にはない。アレルギー性の疾患は、
本表では 493.13の内科学中の「アレルギー性疾患．
膠原病．体質異常」に分類される。「花粉症」も相
関索引は 496の「眼科学．耳鼻咽喉科学」ではな
く、493.13に導いている。様々な疾患のうち、ア
レルギー反応を原因とするものについては
493.13に集中させる狙いが読みとれる。このこと
から、アトピーも 493.13に分類されるものと推定
されるが、相関索引にこの語が無ければ、アトピ
ー性皮膚炎の「皮膚炎」から 494.8の「皮膚科学．
皮膚・脂腺・毛髪・爪の疾患」に導かれる可能性
も大きい。今やアレルギー疾患は国民病とも呼べ
るほどであり、関連書籍も多い。本表中に代表的
な疾患名を記すとともに、必要な参照を加えるこ
とを提起しておきたい。 
 
７ さいごに 
 本稿を終えるにあたって『NDC10』刊行へと長年
のご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委員
の方々に感謝の意を捧げたい。歴代の委員長、委
員の方々については「本表・補助表編」の冒頭の
「分類委員会報告」に記されている18。 
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別表１ 各綱総記の構造 
 42 物理 43 化学 44 天文学．宇
宙科学 
45 地球科学．
地学 
46 生物化学．
一般生物学 
47 植物学 48 動物学 
-01 [.1→421] （記載はない
が、431 が物理
化学．理論化
学） 
[.1→441] [.1]  [.1→461]   
-012   宇宙物理学． 
 天体物理学 
 地球物理学    
-013   宇宙化学． 
 天体化学 
 地球化学    
-014   電波天文学． 
 Ｘ線天文学 
    
-019   記述天文学     
-07 研究法．指導
法．物理学教育 
（433 分析化
学、435 無機
化学、437 有
機化学にあり） 
研究法．指導
法．天文学教育 
 
（451/459 にも
なし） 
研究法．指導
法．生物学教育 
研究法．指導
法．植物学教育 
研究法．指導
法．動物学教育 
-073      標本の採集 
 と製作 
 植物採集． 
 乾腊法 
 動物採集． 
 剥製法 
-075  物理実験法 
[実験物理学] 
（記載はない
が、432 が実験
化学[化学実験
法]。分析化学、
無機化学、有機
化学それぞれ
の実験法の項
もあり） 
   実験法． 
 顕微鏡技術． 
 生体染色． 
 電子顕微鏡 
 実験法． 
 実験植物学 
 実験法． 
 実験動物学 
-076    ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ   自然博物館． 
 動植物園 
 植物園  動物園．水族 
 館．飼育法 
-08   叢書．全集．選
集 
    
-087    天体写真集     
-09   未確認飛行物
体[UFO] 
 生物保護 植物保護 動物保護 
（注）下線は筆者が追加した項目である。 
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